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はじめに

　鳴門市には渦潮をはじめとする貴重な自然環境が
多く存在する。また，最近ではコウノトリのように
県民の注目を浴びるものもある。植物の分野でもた
くさんの貴重なものがあるが，中でもナルトオウギ
とワタヨモギは特に貴重で，これらについては，文
献（木下 2014，徳島県版レッドデータブック掲載
種選定作業委員会 2003 など）やインターネットな
どでのさまざまな記述があるものの，情報が散在し
ている。次の世代に残していきたい宝物として，そ
れらの発見の経緯や現状をこの機会にまとめること
にした。

ナルトオウギ
Astragalus sikokianus Nakai（マメ科）

　ナルトオウギ（図₁）は多年草で，葉はゲンゲ（レ
ンゲソウ）のように小さな葉（小葉）が集まって一
つの葉となっている。黄白色の花がゲンゲのように
茎の先に集まっており，ゲンゲ属の植物である。国
内に自生するゲンゲ属の植物はシロウマオウギやリ

シリオウギなど高山や山地の草地に生えるものがほ
とんどである。しかし，ナルトオウギは海岸に生育
し，他のゲンゲ属とは生態的に異なっている。
　この植物は 1950 年に赤澤時之氏によって発見さ
れた。そして，国立科学博物館の中井猛之進氏によっ
て 1953 年にナルトオウギ Astragalus sikokianus 
Nakai として発表された。
　赤澤氏は発見当時の経緯を述べている（Akasawa 
1974）が，それを要約すると次のとおりである。
① 1950 年 7 月 8 日，鳴門高校（旧制撫

む や

養中学）の
教職員の小豆島旅行の際に赤澤氏が発見した。

②悪天候で船が鳴門市大島田島に避難し，その時に
瀬戸町堂の浦の阿波井保養院の海岸礫

れき

地で見つけ
た。

③恩師である科学博物館の中井氏に標本を持参した
ところ，新種としてナルトオウギ A. sikokianus 
Nakai と命名することとなった。

④その時は不完全な標本を科学博物館に納めたので
後日現地を訪れたものの，台風の被害などで見つ
からなかった。

⑤鳴門高校の生徒で，生物クラブの部員である村沢
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義清氏が種子を保存していた。
⑥筆者の一人，木下覺が村沢氏より種子を譲り受け

発芽，開花させることに成功した。
　木下は村沢氏から譲り受けたナルトオウギの種子
100 粒を自宅の温室にまき，そのうち 7 株が発芽し
た。それが 1972 年のことで，発見から 20 年以上も
たっている。当時この植物は，国内外も含めて他で
は見つかっていなかったので，その花を見た者はご
くわずかである。まさに，幻の植物であったと言え
る。発見も偶然で，さらに，一度絶滅してしまった
と思われたものが復活したことなど，植物研究史で
もきわめて希な事例と言える。
　この種子からの復活をきっかけにして，1974 年
に当時，植物同好会会長であった日出武敏氏と木下
が，ナルトオウギやワタヨモギ，アッケシソウなど
の絶滅寸前や絶滅した植物を保存，復活させる目的
で鳴門市植物保存研究会を立ち上げることとなっ
た。現在では，徳島県や環境省などによりレッドデー
タブックが作られ，絶滅危惧種の保護に関心が高
まっているが，その先駆けとなった活動と言える。
　ナルトオウギは徳島県のレッドデータブックでは 
絶滅で，環境省のものでは野生絶滅となっている，
保存種子から育成した個体を元に現地の海岸での復
活も試みたが，残念ながら成功はしていない。しか
し，その種子は広く受け継がれ，徳島大学薬学部薬
用植物園や高知県立牧野植物園などをはじめとする
様々なところで栽培が続けられている。
　ナルトオウギは最近まで，鳴門市にしか無いと思

われており，固有種であると考えられていた。しか
し，1983 年に韓国の西海岸で 1 箇所，さらに 2001
年に同東海岸の 2 箇所での自生が発見され，西海岸
のものは絶滅したが，他は現存していることが報告
された（金ら 2003）。

ワタヨモギ
Artemisia gilvescens Miq.  （キク科）

　ワタヨモギはヨモギ属の多年草で，明るい草地に
生える。ヨモギに似ているが，ヨモギが茎の途中で
よく分枝し，あまり高くならないのに対して，ワタ
ヨモギは茎の途中ではあまり分枝することがなく直
立するために草刈りされていなければ 1.5m を越え
大人の背の高さを超えるくらい高くなる。これはオ
オヨモギに似た特徴である。ヨモギやオオヨモギの
葉には見られないが，ワタヨモギの葉の上面（表側）
にはたくさんの白点があることで区別される（図₂）。
　この植物は環境省のレッドデータブックでは絶滅
危惧 IB 類，徳島県のものでは絶滅危惧 IA 類となっ
ている絶滅危惧種である。元々は山口県下関で発見
され，命名記載されたが，その後下関では見つかっ
ていない。また，愛媛県，高知県で過去に採られた
標本が残っているものの，一度だけ標本が採られて
いるだけで，その後の見つかっていない。京都大学
に収蔵されている葉の上面に白点のある標本を元に
沖縄県渡

と な き

名喜島で筆者の一人小川誠が現地調査を
行ったところ，ワタヨモギの生育を確認することが
できた（小川 2005）。ただ，現地のほとんどが他の
ヨモギ属との雑種となっており，良好な状態とは言
えない。ワタヨモギの雑種については木下（2005）
で詳しく述べられているのでそちらを参照されたい。
　徳島県の鳴門市以外の産地としては，村沢氏に
よって松茂町で採集されたワタヨモギの標本が，徳
島県立博物館に寄贈された赤澤氏の植物標本のコレ
クション中に見いだされた。整理を担当していた小
川がヨモギの標本に紛れていたワタヨモギに気付
き，村沢氏に連絡を取り場所を教えてもらい，現地
を確認した。当時は海岸の堤防近くにワタヨモギが
生育していたが，民家の庭にあったため，現在では
確認できていない。このように国内の他の産地では，
ほとんどが生育を確認できないか，雑種化が進んで

図₁　ナルトオウギ
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いる。なお，国外では中国に分布している。
　鳴門市のワタヨモギは 1968 年に鳴門市撫養町桑

くわ

島
じま

の塩田の堤防で，木下が発見した。県内の植物研
究家である，伊延敏行氏，阿部近一氏の協力により，
最終的には京都大学の村田源氏に同定をあおぎ，ワ
タヨモギであることが明らかとなった。以下に述べ
るように，鳴門市のワタヨモギも生育地が破壊され
たり，他種との雑種化も進んではいるものの，個体
数は残っており，国内の他産地が絶滅，現状不明や
雑種化が著しく進んでいる状況に比べると最も良い
状態である。
　鳴門市の北西部の海岸はかつて塩田が広がってお
り，木下が調べたところ，ワタヨモギはその塩田の
堤防に群生していた。赤澤氏も子供の頃に塩田の土
手で変わったヨモギを見ていたことを記憶してい
た。現在では塩田はなくなってしまい，埋め立てら
れてしまったが，ワタヨモギは水路の横に残ってい
たり，埋め立てた場所からも生えたりして散在して
残っている。ただ，現地が市街地化や宅地化が激し
い地域であるために生育地が壊され，コンビニエン
スストアや住宅が建っている。また，太陽光発電所
になったところもある。2007 年，鳴門市大桑島の
ワタヨモギ生育地が店舗建設のために失われると聞
き，鳴門市と徳島県の協力で木下，小川の助言をも
とに，鳴門ウチノ海総合公園へワタヨモギの移植が

行われた。移植した個体は現在でも生育している。
　ワタヨモギはヨモギと同様強い植物である。日当
たりの良い草地が確保できれば，適度な草刈りなど
を行うだけで存続するであろう。現存している生育
地は市街地化の影響で，生育環境が改変されること
もあると思われるが，地元の方の協力を仰ぎながら
ワタヨモギの生育を維持できればと願っている。

おわりに

　以上，ナルトオウギとワタヨモギについて述べて
きた。赤澤時之氏をはじめとする県内の植物研究家
の諸氏，ナルトオウギの種子を提供いただいたりワ
タヨモギの生育地をご教授いただいた村沢義清氏，
ワタヨモギの移植について，手配，協力していただ
いた徳島県や鳴門市の関係の皆様に感謝を述べる。
こうした方々の協力があってこそ，2 種の植物が鳴
門市の貴重な植物として現在もある。これらが，次
世代にも受け継がれていくように願う。
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